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ボクたちトンボとり 庭でひとやすみしてます。 原口 輝さん撮影



今月の表紙

庭でひと休み！

撮影者　原口　輝さん

　今日は、兄弟でトンボを獲
りに出かけました。ちょっと
疲れたので自宅の庭でひと
休みしています。
　

表紙を飾る写真を募集中！

提出先/問い合わせ

市役所２階企画振興課

拶３９‐２３０４

人人口口とと世帯世帯数数
１７年８月末（前月比）

(-11)25,3８６人　口

(-16)１３,317女

(5)１2,069男

(- 6)21,571富良野

(- 6)2,５44山　部

( 1)1,２71東　山

(- 9)10,730世帯数

(- 7)9,303富良野

(- 1)1,028山　部

(- 1)399東　山

占冠村

占冠村の紅葉を

　　　　　　　　見にきませんか？

　木々のざわめき、森の動物たちのささや
きなど、占冠村では本物の自然の息吹を体
感できます。
　そして見事な紅葉のこの時期は、ありの
ままの美しい自然が一層みなさんの心と
体を癒します。カメラに収めるにはピッタ
リの大自然が造りだした景観美を、ドライ
ブがてら見に来ませんか？

鰹問 観光協会　  拶５６－２１２１

中富良野町

富良野沿線親子ドッジボール大会

　スポーツを通して親子の交流を図りま
せんか？闘志あるチーム大募集！！
と　き　１１月２３日（水・祝日）
ところ　総合スポーツセンター
種　目　小学生の部・中学生の部・親の部
その他　・１チーム：監督１人　選手７人
　　　　　　　　   　補欠３人
　　　　・編成は男女を問いません

鰹問 公民館

拶４４－２２０４　

上富良野町

上富良野町総合文化祭

　１１月３日～６日、社会教育総合センター
を会場に行われます。
　子ども和太鼓体験や和太鼓演奏、町民作
品展示、フリーマーケット、町民コンサー
トなどが開催されますので、みなさんのご
来場をお待ちしています。

鰹問 社会教育総合センター

　　　　　拶４５－５５１１

南富良野町

「鉄道員（ぽっぽや）」の

　　　　　　　感動再び！

　ＪＲ幾寅駅を舞台としてロケが行われ
た、映画「鉄道員（ぽっぽや）」に使用さ
れたぽっぽや号「キハ４０」が、幌舞駅（幾
寅駅）前に展示されました。
　車両の中には、出演者のサインやパネル
などが展示されており、ロケセットも撮影
当時のまま保存し、一般公開しています。
　

鰹問 南富良野町観光協会　 拶５２－２１１５
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富
良
野
地
区
ふ
る
さ
と

給
食
週
間

今、顔の見える「学校給食」今、顔の見える「学校給食」をを
目指しています目指しています！！
８月３１日、山部第一小学校の畑で「小豆（大納言）」

が収穫されました。全校生徒１２名で５月の種まきから

草取り、収穫までを行いました。今回の給食週間では、

「ポテトごま団子」に使用されます。

問
い
合
わ
せ

富
良
野
地
区

　
　
　
学
校
給
食
組
合

拶
２
３
‐
１
３
１
１

「
顔
の
見
え
る
学
校
給
食
」
を
目
指
し
、

昨
年
度
行
っ
た
「
富
良
野
地
区
ふ
る
さ
と

給
食
週
間
」
が
今
年
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

今
回
も
昨
年
と
同
様
に
、
で
き
る
限
り
地

元
の
食
材
や
学
校
農
園
収
穫
野
菜
を
利

用
す
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
の
「
ふ
ら
の
食
の
コ
ン
テ
ス

ト
」
に
応
募
の
あ
っ
た
作
品
の
中
か
ら

「
ポ
テ
ト
ご
ま
だ
ん
ご
」
を
メ
ニ
ュ
ー
に

取
り
入
れ
た
り
、
富
良
野
西
中
学
校
３
年

生
の
堀
口
和
樹
さ
ん
が
考
え
た
「
１
日
分

の
メ
ニ
ュ
ー
」
を
採
用
す
る
な
ど
、
食
べ

る
側
に
も
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
メ

ニ
ュ
ー
も
考
え
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
給
食
期
間
中
は
、
地
元
産
の
食

材
の
使
用
率
を
　
％
程
度
に
し
ま
す
。
地

９０

産
地
消
を
意
識
し
、
１
週
間
に
わ
た
り
、

学
校
給
食
を
提
供
し
ま
す
。

　１０月１７日鰹月 ～２１日鰹金 第２回
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ふ
る
さ
と
給
食
週
間

　

地
元
産
食
材　

％
以
上
の
利
用

９０

を
目
指
し
、
昨
年
初
め
て
の
試
み

と
し
て
実
施
さ
れ
た
、「
ふ
る
さ
と

給
食
週
間
」
が
、
今
年
も
行
わ
れ

ま
す
。

　

顔
の
見
え
る
給
食
を
目
指
し
、

近
く
の
畑
、
学
校
の
畑
で
と
れ
た

食
材
を
で
き
る
か
ぎ
り
使
用
す
る

の
が
「
ふ
る
さ
と
給
食
週
間
」
で

す
。
児
童
・
生
徒
が
地
元
で
と
れ

た
食
材
を
地
元
で
消
費
（
地
産
地

消
）
す
る
こ
と
や
、
食
の
大
切
さ

を
学
び
な
が
ら
、
学
校
給
食
を
よ

り
身
近
な
も
の
と
感
じ
て
ほ
し
い
、

と
い
う
強
い
願
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

地
産
地
消
を
目
指
し
て

　

普
段
の
給
食
で
は
、
地
元
産
の

野
菜
な
ど
の
使
用
率
は　

％
を
目

４０

標
に
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は　
９０

％
程
度
の
使
用
率
に
な
り
ま
す
。

　

学
校
農
園
の
活
用
で
は
、
平
成

　

年
度
か
ら
、
各
学
校
で
収
穫
さ

１２れ
た
野
菜
類
を
利
用
し
、
特
に
ふ

る
さ
と
給
食
週
間
で
は
積
極
的
に

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
今
回
も
、

山
部
第
一
小
学
校
（
小
豆
）・
樹
海

東
小
学
校
（
か
ぼ
ち
ゃ
、
じ
ゃ
が

い
も
）・
樹
海
中
学
校
（
か
ぼ

ち
ゃ
）・
麓
郷
小
学
校
（
じ
ゃ
が
い

も
・
玉
ね
ぎ
・
か
ぼ
ち
ゃ
）
の
野

菜
が
使
用
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
産
地
消
を
テ
ー
マ

に
実
施
さ
れ
た
「
ふ
ら
の
食
の
コ

ン
テ
ス
ト
」
の
応
募
メ
ニ
ュ
ー
の

中
か
ら
、
星
野
紀
枝
さ
ん
（
山
部

在
住
）
の
作
品
で
「
ポ
テ
ト
ご
ま

だ
ん
ご
」
を
山
部
第
一
小
学
校
の

小
豆
で
作
り
ま
す
。
ま
た
、
富
良

野
特
産
品
フ
ェ
ア
の
収
益
金
の
一

部
が
寄
付
さ
れ
、
食
材
購
入
費
の

一
部
に
充
て
ら
れ
る
な
ど
、
関
係

機
関
と
の
連
携
も
図
ら
れ
て
き
て

い
ま
す
。

メ
ニ
ュ
ー
の
立
案

　

学
校
給
食
は
、
１
日
３
食
の
う

ち
の
１
回
で
す
。
し
か
し
、
そ
の

栄
養
量
は
日
本
体
育
・
学
校
健
康

セ
ン
タ
ー
の
食
生
活
実
態
調
査
や

厚
生
労
働
省
の
栄
養
所
要
量
な
ど

を
参
考
に
し
て
文
部
科
学
省
が
算

出
し
た
全
国
の
平
均
値
を
目
指
す

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
特
徴
と
な

る
項
目
は
「
カ
ル
シ
ウ
ム
」
で
１

日
の
食
事
で
と
る　

％
を
学
校
給

５０

食
で
摂
取
す
る
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。「
食
」
に
関
し
て
は
生
活
習

慣
病
の
若
年
化
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
学
校
給
食
が
家
庭

の
食
事
の
モ
デ
ル
と
な
る
、
メ

ニ
ュ
ー
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
も
っ
と
給
食
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
メ

ニ
ュ
ー
の
募
集
も
行
っ
て
い
ま
す
。

使用機器類のアル
コール消毒・水質検
査 ↑

物資の
受入 ↑ 検収 ↑

調理機器類の
部品セット ↑

下ごし
らえ ↑ 調理

→

配食・
配缶↑

配送↓使用機器類の解
体・洗浄・消毒↓後片

付け↓翌日のメニュー
の打ち合わせ↓

回収食器・食缶・使用器具類の洗
浄・殺菌、床・排水溝などの清掃
業務、各種日誌類の記録

給食センターの１日の仕事の流れ 安心・安全の学校給食を目指すには、

衛生管理が重要になります。

通
常
の
給
食
に
も
単
品
の
リ
ク
エ

ス
ト
メ
ニ
ュ
ー
は
取
り
入
れ
て
い

ま
す
が
、
給
食
週
間
で
は
富
良
野

西
中
学
校
３
年
生
の
堀
口
和
樹
さ

ん
が
考
え
た
「
１
日
分
の
メ

ニ
ュ
ー
」
が　

日
に
登
場
し
ま
す
。

１９

ま
た
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
「
ハ
ン
バ
ー
グ
」
や
「
ウ
ィ

ン
ナ
ー
ソ
ー
セ
ー
ジ
」
の
開
発
に

も
成
功
し
、
さ
ら
に
、
給
食
週
間

の
実
施
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た

「
こ
め
っ
こ
パ
ン
」の
改
良
と
充
実

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
を
通
し
て

　

今
回
の
給
食
週
間
に
つ
い
て
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
下
口
所
長
は
、

「
私
た
ち
は
、学
校
給
食
を
教
育
の

大
切
な
機
会
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
は
、
安
全
に
お
い
し
く

食
べ
る
だ
け
で
は
な
く
、
学
校
生

活
全
体
を
通
じ
て
、
実
体
験
を
と

も
な
う
学
習
・
教
育
と
な
る
可
能

性
も
も
っ
て
い
ま
す
。
最
近
全
国

的
に
『
地
産
地
消
』
運
動
が
強
力

に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
場
産

農
産
物
や
産
直
農
産
物
の
学
校
給

食
で
の
使
用
も
、
各
地
で
盛
ん
に

な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が

直
接
生
産
の
現
場
や
生
活
の
場
で

あ
る
地
域
を
見
て
、
感
じ
、
学
ぶ

き
っ
か
け
と
考
え
て
い
ま
す
」
と

こ
の
事
業
に
つ
い
て
、
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

富良野地区ふるさと

給食週間
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コメント産　　地主要材料メニュー月日・献立

「１日・占冠デー」です
給食センター職員より一言
今日の調理時間の大半は「落葉
きのこ」のチェックですが、ス
タッフ全員、愛情を込めて美味
しい「味噌汁」つくります。

占冠
富良野

落葉きのこ
長ねぎ・大根

◆落葉きのこのみそ汁●わかめごはん●牛乳
●落葉きのこのみそ汁
●わらびの炒め煮
●ふらのオリジナルハン　
　バーグのおろしソースかけ
●うぐいす豆

　
月
　
日
鰹月 

１０

１７
占冠・富良野
中富良野

わらび・豚肉
油あげ

◆わらびの炒め煮

富良野豚肉◆オリジナルハンバーグ

「ポテトごまだんご」は昨年「ふ
らの・食のコンテスト」に応募
された星野紀枝さんの応募作品
のリニューアル版としてメ
ニュー化しました。地元産のお
じゃが主役で、お団子の周りに
は白ごまをたっぷりまぶしてま
す。「ごま」は、カルシウム・鉄
分が豊富で植物性のタンパク質
として良質な食品です。

富良野小麦粉・米粉・牛乳◆こめっこパン●こめっこパン
●牛乳
●ふらの産かぼちゃの
　ポタージュ
●ふらの産野菜丸ごと
　ドレッシング和え
●ポテトごまだんご
●ナッピー
●ブルーベリージャム

　
月
　
日
鰹火 

１０

１８

富良野（樹海中学
校・麓郷小学校）

かぼちゃ・玉ねぎ・パ
セリ・牛乳・バター

◆ふらの産かぼちゃの
ポタージュ

富良野（麓郷小学校）
  〃
  〃
  〃

玉ねぎ
ホールコーン
ショルダーベーコン
ピーマン・赤ピーマン

◆ふらの産野菜丸ごと
ドレッシング和え

富良野（樹海東小学校）
富良野（山部第１小学校）

じゃがいも
小豆

◆ポテトごまだんご

富良野有機大豆◆ナッピー

「１日・中富良野デー」です。
この日は「西中学校の堀口和樹
さん」から「ごはん・お茶・み
そ汁・和風のおかず・魚」のリ
クエストをいただき、メニュー
化しました。

中富良野
中富良野

黒豆とうふ
長ねぎ

◆黒豆とうふのみそ汁●米飯●緑茶
●黒豆とうふのみそ汁
●大根と豚バラ肉のみ
　そ煮
●シマホッケの香草焼き
●うす味しぐれ昆布

　
月
　
日
鰹水 

１０

１９
中富良野
富良野

大根
豚バラ肉

◆大根と豚バラ肉のみ
そ煮

ウィンナーソーセージは、ふら
のオリジナルのレシピです。
とっても美味しく出来上がりま
した（悔いのないよう腕を振る
います…と担当スタッフが言っ
ています！）

富良野
中富良野
富良野（麓郷小学校）

野菜麺（かぼちゃ）
うすあげ
玉ねぎ

◆野菜麺（かぼちゃ）●野菜麺（かぼちゃ）
●ふらの牛乳（ビン）
●ふらのオリジナルウィ
　ンナーソーセージ
●ぶどうパン

　
月
　
日
鰹木 

１０

２０
富良野ふらの牛乳（ビン）◆ふらの牛乳（ビン）

富良野豚肉◆ウィンナーソーセージ

富良野小麦粉・ワイン◆ぶどうパン

おたのしみメニューは、昨年「新
谷さん」にお願いして大変好評
だったため、今年は、ふらのの
お米を使っての一品をお願いし
ています。名前を載せられない
のがザンネン！当日のお楽しみ
ということで！

富良野（麓郷小学校）
富良野
富良野（麓郷小学校）

じゃがいも
にんじん
たまねぎ

◆カレーライス●カレーライス
●豆乳飲料（いちご味）
●ふらの牛乳仕立てフ　
　ルーツヨーグルト和え
●新谷さんのお楽しみ
　メニュー
●福神漬

　
月
　
日
鰹金 

１０

２１ 富良野ふらの牛乳◆ふらの牛乳仕立てフ　
　ルーツヨーグルト和え

富良野米粉◆おたのしみメニュー

ふるさと給食週間　１０月１７日鰹月 ～２１日鰹金 

割合地元産使用量年間使用量品　　　名

100.0（約）４１（約）４１米（ほしのゆめ）

61.22,4003,919じ ゃ が い も

38.09002,371人 参

59.33,9006,581玉 ね ぎ

13.14003,053大 根

39.74001,008胡 瓜

30.95501,781白 菜

19.67503,822キ ャ ベ ツ

70.01,3941,991長 ネ ギ

米・野菜などの地元産使用の割合

平成１６年度実績　単位：kg（米はｔ）、％
昭和４３年の給食費っていくら？

単価（中学校）単価（小学校）区　　分

１１円４５銭８円７６銭パ　　ン

７円５０銭７円５０銭牛　　乳

２２円８０銭１７円１３銭副　　食

４１円７５銭３３円３９銭計

７５０円５５０円月　　額

１食当り内訳
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富
良
野
市
の

財
政
状
況

第
２
部
「
義
務
的
経
費
・

　
　
　
　
　
　
　
投
資
的
経
費
」

現状を知る

問
い
合
わ
せ

財
政
課
財
政
係

維
３
９
‐
２
３
０
６

歳
入
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
た
前
回
（
8
月
号
）
に
引
続
き
、
今
回
は
歳
出
（
支
出
）
の
う
ち
、
市

が
事
業
を
行
う
上
で
、
そ
の
自
由
度
の
大
小
に
大
き
く
影
響
す
る
義
務
的
経
費
と
市
が
政
策
的
に
大

小
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
投
資
的
経
費
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
の
支
出
の
う
ち
、
人
件
費
、

扶
助
費
、
公
債
費
は
、
支
払
い
が

固
定
化
さ
れ
、
削
減
す
る
こ
と
が

困
難
な
た
め
義
務
的
経
費
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

　

義
務
的
経
費
が
増
加
す
れ
ば
、

入
っ
て
く
る
収
入
が
増
加
し
な
い

限
り
、
お
金
の
使
い
道
が
固
定
さ

れ
自
由
度
の
少
な
い
財
政
運
営
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。（
財
政
の
硬

直
化
と
い
い
ま
す
。）

　

グ
ラ
フ
１
に
見
ら
れ
ま
す
よ
う

に
、
本
市
の
場
合
、
義
務
的
経
費

全
体
で
は
、
人
件
費
の
抑
制
な
ど

に
よ
り
増
加
を
抑
え
て
き
て
い
ま

す
が
、
総
支
出
額
自
体
が
相
当
減

額
し
て
お
り
、
結
果
と
し
て
義
務

的
経
費
の
占
め
る
割
合
が
上
昇
し

て
い
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
義
務
的
経
費
の
う
ち
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
検
証
す
る
と
・
・
・
。

○
人
件
費

　

人
件
費
に
は
、
職
員
の
給
与
な

ど
の
ほ
か
、
議
員
報
酬
や
審
議
委

員
会
な
ど
の
委
員
報
酬
が
含
ま
れ
、

平
成　

年
度
決
算
で
は　

億　

百

１６

２７

７３

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

グ
ラ
フ
２
に
見
ら
れ
ま
す
よ
う

に
、
ピ
ー
ク
時
の
平
成　

年
度
以

10

降
、
毎
年
2
％
を
越
え
る
割
合
で

減
少
し
て
お
り
、特
に
職
員
給（
職

員
給
与
や
手
当
）
は
、
職
員
定
数

の
削
減
や
給
与
自
体
の
削
減
な
ど

に
よ
り
毎
年
、
前
年
度
対
比
で
3

％
を
越
え
る
割
合
の
減
額
で
、
平

成　

年
度
決
算
額
は
、　

億
２
百

16

１９

万
円
と
平
成　

年
度
対
比
で　

％

10

19

の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
扶
助
費

　

平
成　

年
度
よ
り
介
護
保
険
制

12

度
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

従
来
一
般
会
計
で
行
っ
て
い
た
介

護
関
係
の
事
業
が
介
護
保
険
特
別

会
計
で
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

平
成　

年
度
の
扶
助
費
は
、
前
年

12

度
対
比
約
△　

％
の
９
億　

百
万

27

８５

円
と
大
幅
な
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

義
務
的
経
費
の
状
況

　
人
件
費
～
着
実
に
減
少

　
扶
助
費
～
年
々
増
加
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し
か
し
、
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
、

児
童
手
当
な
ど
子
ど
も
を
対
象
と

し
た
施
策
の
拡
充
や
老
人
に
対
す

る
各
種
助
成
事
業
の
充
実
な
ど
に

よ
り
、
扶
助
費
の
金
額
は
平
成　
12

年
度
以
降
、
3
%
後
半
〜
7
%
の

高
い
割
合
で
年
々
伸
び
て
き
て
お

り
、
こ
の
こ
と
が
収
入
に
よ
る
予

算
規
模
縮
小
の
中
に
あ
っ
て
、
財

政
運
営
を
圧
迫
し
て
い
る
要
因
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
公
債
費

　

市
の
借
金
で
あ
る
市
債
の
償
還

費
の
ほ
か
、
支
払
資
金
が
不
足
し

た
と
き
に
金
融
機
関
か
ら
一
時
的

に
資
金
を
借
り
る
際
の
利
子
が
公

債
費
で
す
が
、
そ
の
う
ち
市
債
の

償
還
費
が
大
き
な
比
重
を
占
め
ま

す
。

　

市
の
一
般
会
計
に
お
け
る
市
債

の
償
還
費
は
、
こ
こ
数
年　

億
円

14

か
ら　

億
円
程
度
で
推
移
し
て
お

15

り
、（
※
平
成　

年
度
に
市
債
の
繰

16

上
償
還
を
3
億　

百
万
行
っ
て
い

51

ま
す
が
、
同
額
を
国
庫
補
助
金
で

受
け
て
い
る
た
め
、
公
債
費
の
額

か
ら
は
除
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
債
の
借
換
を
行
っ
た
２
億　

百
５８

万
円
に
つ
い
て
も
除
い
て
い
ま

す
。）
今
年
度
（
平
成　

年
度
）
の

１７

当
初
予
算
に
お
い
て
も　

億　

百

15

19

万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
今
後
、
市
債

の
償
還
費
は
平
成　

年
度
に
ピ
ー

19

ク
を
迎
え
、　

億
5
千
万
円
程
度

15

に
な
る
と
見
込
ま
れ
、
そ
の
後
は

徐
々
に
減
少
し
て
い
く
予
定
で
す
。

た
だ
し
、
償
還
額
は
建
設
事
業
の

特
定
財
源
と
す
る
た
め
発
行
さ
れ

る
起
債
の
額
に
よ
り
増
減
す
る
た

め
、
将
来
の
負
担
を
で
き
る
だ
け

増
や
さ
な
い
よ
う
、
計
画
的
な
発

行
及
び
管
理
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
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投
資
的
経
費
と
は
、
公
共
及
び

公
用
施
設
の
新
増
設
な
ど
の
工
事

請
負
費
や
一
定
規
模
以
上
の
備
品

を
購
入
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

普
通
建
設
事
業
費
、
災
害
復
旧
費
、

失
業
対
策
事
業
費
か
ら
な
り
、
通

常
の
工
事
費
な
ど
は
普
通
建
設
事

業
費
に
含
ま
れ
ま
す
。
災
害
復
旧

事
業
費
は
天
候
に
左
右
さ
れ
、
失

業
対
策
事
業
費
（
本
市
で
は
近
年

あ
り
ま
せ
ん
）
は
特
殊
性
が
あ
る

た
め
、
こ
こ
で
は
、
金
額
が
圧
倒

的
に
多
く
、
一
般
的
な
投
資
的
経

費
で
あ
る
普
通
建
設
事
業
の
状
況

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
普
通
建
設
事
業
費

　

平
成　

年
度
は
養
護
老
人
ホ
ー

14

ム
改
築
事
業
な
ど
に
よ
り
事
業
費

が
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
が
、
大

型
事
業
で
あ
る
土
地
区
画
整
理
事

業
及
び
市
街
地
再
開
発
事
業
の
本

格
実
施
が
平
成　

年
度
か
ら
始

15

ま
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
平
成　
15

年
度
以
降
は
、
相
当
な
割
合
で
減

投
資
的
経
費
の
状
況

　
平
成
　
年
度
以
降

１５

　
大
幅
な
減
少

額
と
な
り
、
平
成　

年
度
決
算
額

１６

で
は　

億
２
百
万
円
と
な
っ
て
い

２４

ま
す
。（
グ
ラ
フ
３
参
照
）

　

こ
れ
は
、
国
の
財
政
再
建
に
向

け
た
投
資
的
経
費
の
抑
制
姿
勢
を

反
映
し
て
お
り
、
市
の
深
刻
な
財

源
不
足
の
中
、
増
加
を
続
け
る
扶

助
費
を
は
じ
め
、
必
要
経
費
を
確

保
す
る
た
め
、
や
む
を
得
な
い
状

況
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

減
少
幅
が
大
き
い
費
用
は
、
道

路
や
河
川
に
係
る
土
木
費
で
、
前

述
の
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行

が
本
格
化
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
平
成　

年
度
の
決
算
額
は
、

１６

ピ
ー
ク
で
あ
る
H　

年
度
と
比
較

11

し
て　

％
超
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

30

ま
た
、
土
地
改
良
事
業
が
一
段
落

し
た
農
業
費
も
ピ
ー
ク
時
の
半
分

以
下
に
縮
減
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
急
減
す
る
収
入
に
対
応

す
べ
く
、
人
件
費
の
削
減
、
一
般

行
政
経
費
の
見
直
し
や
建
設
事
業

な
ど
投
資
的
経
費
の
抑
制
な
ど
、

出
来
る
限
り
の
歳
出
の
抑
制
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
社
会
保
障
費
で
あ
る

扶
助
費
の
一
層
の
増
加
傾
向
、
ま

た
歳
出
の
削
減
を
大
幅
に
上
回
る

規
模
で
の
地
方
交
付
税
の
削
減
、

市
税
の
伸
び
悩
み
な
ど
の
要
因
か

ら
、
今
の
と
こ
ろ
財
政
状
況
が
好

転
す
る
兆
し
は
見
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
傾
向
は
、
一
時
的
な
も
の

で
は
な
く
今
後
も
し
ば
ら
く
続
く

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。広
報
６
月
・

７
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
、
市
は
一
層
の
行
政
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
、
人
件
費
や
一
般
行
政
経
費

の
さ
ら
な
る
削
減
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
総
合
計
画
の
実
施

に
あ
た
っ
て
も
財
政
状
況
を
勘
案

し
な
が
ら
、
実
行
性
の
あ
る
計
画

を
目
指
し
、
事
業
の
取
捨
選
択
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

新
年
度
の
予
算
編
成
に
お
い
て

も
、
富
良
野
市
の
将
来
を
展
望
し

な
が
ら
、
重
要
性
を
重
視
し
、
複

数
の
事
業
の
中
か
ら
、「
よ
り
優
先

す
べ
き
事
業
は
ど
れ
な
の
か
」
と

い
う
観
点
で
事
業
を
選
択
、
過
去

か
ら
継
続
し
て
き
た
事
業
で
あ
っ

て
も
必
要
性
が
薄
れ
た
事
業
に
つ

い
て
は
、
思
い
切
っ
て
う
ち
切
る
、

と
い
う
よ
う
な
手
法
を
取
り
入
れ

ま
と
め

ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。
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　9月7日深夜から8日午前にかけて、北海道を通過した台風14号に伴う大雨により、107.5ミリの降水量
を記録し、富良野市全域で道路・河川及び河川運動公園などに被害を受けました。被害状況は、道路
洗堀、法面崩落、側溝埋塞などで44 ヶ所、河川運動公園では野球場・ソフトボール場・サッカー場な
どへの冠水及び表土流出などでした。この間、市では警戒体制をとり、道路・河川の巡視による情報
収集、危険箇所の点検、農地及び住宅地への被害拡大が予想される箇所への排水ポンプの設置、側溝
の土砂を取り除くなどの応急対策を行いました。

　（株）損保ジャパン富良野研修所（学田三区）は、平成10年に安田火災海上（株）の研修保養所とし
て開設され、平成14年、安田火災海上と他2社との合併により損保ジャパンが所有する物件となり、研
修保養所を閉鎖する方針が出されたことから、平成16年4月1日より休止となっていました。
　その後、市のセミナーパーク整備計画の目的に沿った研修保養所として運営するため、企業への売
却に向け１年間にわたり、関連の企業、銀行、不動産業を通し各企業との折衝が行われた結果、企業
関係に特定した研修保養施設の運営は困難であることから、一般客も対象としたホテル及び企業指定
の研修施設として、北海道資本のホテル会社へ売却したいとの申し入れがありました。
　市では厳しい社会情勢の中、ホテル・研修施設としての運営も止む得ないものと考え、富良野商工
会議所、ふらの観光協会など関係団体との協議を行いました。この経過を踏まえ、8月26日、損保ジャ
パンと協議を行い、①経営の安定した会社への売却②地元経済団体、各種団体や地域との協調③雇用・
資材等の地元活用④市民への開放等、売却にあたって市としての意向を伝えたところです。（株）損保
ジャパンからは、市の意向を念頭にした売却としたいとの方針が示されています。

（問合せ先：商工観光課　３９－２３１２）

　スノーボードFISワールドカップ2006富良野大会が、国際スキー連盟並びに全日本スキー連盟役員に
よって実施された大会コース及び競技環境などの調査により、開催決定しました。
　競技期間は平成18年3月17日～19日の3日間で、競技種目は男女パラレル大回転・男女ハーフパイプ・
男女スノーボードクロスの3種目です。
　富良野大会は最終戦のため、本大会の結果によって総合順位が決まることから世界的にも注目され
る大会となり、「スキーのまち　富良野」を国内外に発信する絶好の機会です。
　また、スキー場はもとより地域経済の活性化にも大きく寄与する大会と考え、今後関係団体で構成
する実行委員会を組織し、大会準備を進めていきます。

（問合せ先：スポーツ課　２３－３２９２）

鰹問 　企画振興課　維３９‐２３０４

行政リポート 行政リポートでは、市議会での行政報

告を中心に、まちの動きやまちづくり

情報、地域課題などを、市民のみなさ

んにお知らせします。

台風１４号による大雨被害の状況

（株）損保ジャパン富良野研修所の動向

スノーボードFISワールドカップ2006富良野大会の開催決定
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　平成１７年１０月から

　みんなで支えよう
　介護保険

高
齢
社
会
の
進
展
に
よ
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
が
増
大
す
る
中
、

高
齢
社
会
の
進
展
に
よ
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
が
増
大
す
る
中
、
保保

険
料
の
上
昇
を
出
来
る
限
り
抑
え
る
に
は
、
介
護
保
険
か
ら
給
付
さ
れ

険
料
の
上
昇
を
出
来
る
限
り
抑
え
る
に
は
、
介
護
保
険
か
ら
給
付
さ
れ
るる

費
用
の
効
率
化
・
重
点
化
が
必
要
で
す
。
現
在
、
介
護
保
険
施
設
に
入

費
用
の
効
率
化
・
重
点
化
が
必
要
で
す
。
現
在
、
介
護
保
険
施
設
に
入
所所

し
て
い
る
方

し
て
い
る
方
のの
居
住
費

居
住
費
と
食
費
な
ど
は
介
護
保
険
か
ら
支
払
わ
れ
て
お
り

と
食
費
な
ど
は
介
護
保
険
か
ら
支
払
わ
れ
て
お
り
、、

介
護
保
険
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
と
、
在
宅
で
暮
ら
し
て
い
る
方
の

介
護
保
険
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
と
、
在
宅
で
暮
ら
し
て
い
る
方
の
費費

用
負
担
が
、
同
じ
要
介
護
度
で
も
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら

用
負
担
が
、
同
じ
要
介
護
度
で
も
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、、

在
宅
と
施
設
に
お
い
て
給
付
と
負
担
の
公
平
に
つ
い
て
求
め
ら
れ
る
こ

在
宅
と
施
設
に
お
い
て
給
付
と
負
担
の
公
平
に
つ
い
て
求
め
ら
れ
る
こ
とと

に
な
り
ま
し
た

に
な
り
ま
し
た
。。

こ
う
し
た
趣
旨
か
ら
、
国
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
平
成

年

月
利
用

こ
う
し
た
趣
旨
か
ら
、
国
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
平
成
　
年
　
月
利
用
分分

１７１７

１０１０

か
ら
所
得
の
低
い
方
の
負
担
に
配
慮
し
つ
つ
、
介
護
保
険
施
設
な
ど
に

か
ら
所
得
の
低
い
方
の
負
担
に
配
慮
し
つ
つ
、
介
護
保
険
施
設
な
ど
に
おお

い
て
利
用
者
の
方
に
負
担
い
た
だ
く
費
用
に
つ
い
て
、
見
直
し
が
行
わ

い
て
利
用
者
の
方
に
負
担
い
た
だ
く
費
用
に
つ
い
て
、
見
直
し
が
行
わ
れれ

ま
す
ま
す
。。 介

護
保
険
施
設
な
ど
の

利
用
料
が
変
わ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ

介
護
保
険
課

拶
３
９
‐
２
２
５
５

「
居
住
費
」
や
「
食
費
」
は
、

介
護
保
険
給
付
の
対
象
外
に

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て

は
「
居
住
費
」
や
「
食
費
」
は
、

保
険
給
付
の
対
象
外
と
な
り
、
在

宅
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
利
用

者
の
方
に
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ

と
が
原
則
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
見
直
し
で
保
険
給
付
の

対
象
か
ら
外
れ
る
の
は
、
次
の
費

用
で
す
。

虚
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
老
人

保
健
施
設
・
介
護
療
養
型
医
療
施

設
に
お
け
る
「
居
住
費
」
及
び

「
食
費
」

許
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
短
期
入
所

生
活
介
護
・
短
期
入
所
療
養
介
護
）

に
お
け
る
「
滞
在
費
」
及
び
「
食

費
」

距
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
通
所
介
護
）・

デ
イ
ケ
ア
（
通
所
リ
ハ
ビ
リ
）
に

お
け
る
「
食
費
」

ど
こ
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て

も
、
給
付
と
負
担
が
公
平
に

　

現
行
制
度
で
は
、
同
じ
要
介
護

状
態
の
方
で
も
、
在
宅
生
活
の
方

と
施
設
に
入
所
（
入
院
）
さ
れ
て

い
る
方
で
は
費
用
負
担
が
大
き
く

異
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
在
宅
の
場
合
は
居
住

費
や
食
費
は
本
人
が
負
担
し
て
い

る
の
に
対
し
、
施
設
に
入
所
（
入

院
）
し
て
い
る
場
合
は
、
こ
れ
ら

の
費
用
は
保
険
か
ら
給
付
さ
れ
る

（
食
材
費
は
除
く
）か
ら
で
す
。
な
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利 用 者 負 担 内 訳
利用者負

担合計

利 用 者 負 担 内 訳
利用者負

担合計
区　分

食 費居 住 費
１ 割

 負 担
食 費居 住 費

１ 割

 負 担

1.0万円0万円1.5万円2.5万円1.0万円ー1.5万円2.5万円
利用者負担

第１段階

1.2万円1.0万円1.5万円3.7万円
1.5万円

ー
2.5万円4.0万円

利用者負担

第２段階

2.0万円1.0万円2.5万円5.5万円ー
利用者負担

第３段階

4.2万円1.0万円2.9万円8.1万円2.6万円
ー

3.0万円5.6万円
利用者負担

第４段階

利用者負担の変化（例）多床室（相部屋）を利用した場合（月額）

↑

お
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
ケ
ア
ハ

ウ
ス
は
現
在
で
も
、
居
住
費
・
食

費
は
利
用
者
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
見
直
し
は
、
同
じ
要
介

護
状
態
で
あ
れ
ば
、
ど
こ
で
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
て
も
給
付
と
負
担
が

公
平
と
な
る
よ
う
、
介
護
保
険
の

保
険
給
付
の
範
囲
を
「
介
護
」
に

要
す
る
費
用
に
重
点
化
し「
居
住
」

や
「
食
事
」
に
要
す
る
費
用
は
、

保
険
給
付
の
対
象
外
と
す
る
も
の

で
す
。

所
得
の
低
い
方
に
は
十
分
配

慮
を
行
い
ま
す

　

所
得
の
低
い
方
に
は
、居
住
費
・

食
費
の
負
担
額
を
低
く
設
定
す
る

ほ
か
、
特
に
年
金
額
が
老
齢
基
礎

年
金
水
準
相
当
額
の　

万
円
以
下

８０

の
方
（
利
用
者
負
担
第
２
段
階
）

に
つ
い
て
は
、
１
割
負
担
分
の
上

限
額
も
引
き
下
げ
る
（
月
額
２
４

６
０
０
円
→
１
５
０
０
０
円
）
こ

と
と
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
こ

れ
ま
で
よ
り
も　

月
１０

以
降
の
負
担
額
は
低

く
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
利
用
者
負

担
第
４
段
階
の
方
に

つ
い
て
は
、
利
用
者

と
施
設
の
契
約
に
よ

り
負
担
水
準
が
決
め

ら
れ
て
い
る
た
め
、

居
住
費
・
食
費
に
つ

い
て
一
定
程
度
、
新

た
に
負
担
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

こ
の
ほ
か
、
所
得

の
低
い
方
に
は
、
次

の
よ
う
な
対
応
を
き

め
細
か
く
行
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

虚
社
会
福
祉
法
人
の

運
営
す
る
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
に
入
所

す
る
方
な
ど
の
負
担

軽
減
制
度
の
運
用
改
善

許
高
齢
者
夫
婦
な
ど
で
、
配
偶
者
が
ユ

ニ
ッ
ト
型
個
室
の
施
設
な
ど
に
入
所
さ
れ
、

在
宅
の
方
の
生
活
が
困
難
と
な
る
場
合
の

負
担
軽
減
制
度

距
介
護
保
険
法
施
行
前
か
ら
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
の
負
担

据
え
置
き
制
度

鋸
利
用
料
を
支
払
っ
た
場
合
に
、
生
活
保

護
の
適
用
と
な
る
方
に
つ
い
て
の
負
担
軽

減
制
度　

市民税世帯非課税の老齢福祉年金受給者・生
活保護受給者第１段階所

得
の
低
い
方

市民税世帯非課税であって、課税年金収入額 
と合計所得金額の合計が８０万円以下の方第２段階

市民税世帯非課税であって、利用者負担第２ 
段階以外の方第３段階

上記以外の方第４段階

利用者負担段階

◎現行 ◎平成１７年１０月より
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少
子
高
齢
化
、
成
長
型
社
会
の

 
終
焉 
、
産
業
の
空
洞
化
、
そ
し
て

し
ゅ
う
え
ん

近
年
の
深
刻
な
経
済
不
況
な
ど
を

背
景
に
、
こ
れ
ま
で
「
社
会
的
弱

者
」
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
高
齢

者
や
障
が
い
者
な
ど
、
生
活
上
の

支
援
を
要
す
る
人
々
に
加
え
、
引

き
こ
も
り
、
家
庭
内
暴
力
、
虐
待

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
る

人
も
増
え
、
し
か
も
そ
の
存
在
が

策
定
の
背
景
と
目
的

潜
在
化
す
る
傾
向
も
み
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

市
町
村
へ
の
一
元
化
な
ど
に
よ
り
、

地
域
に
お
け
る
保
健
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
基
盤
は
着
実
に
整
備

さ
れ
る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
N
P
O
な
ど
の
活
動
も
全
国

的
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
相
矛
盾
す
る
社
会
状

況
の
中
で
、
住
民
の
一
番
身
近
な

行
政
単
位
で
あ
る
、
市
町
村
を
中

心
と
す
る
福
祉
行
政
の
役
割
は
極

る
よ
う
、
支
え
あ
い
、
助
け
合
う

仕
組
み
づ
く
り
を
め
ざ
す
も
の
で

す
。

　

こ
う
し
た
仕
組
み
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
は
、
地
域
で
の
人
と
人

の
つ
な
が
り
を
再
生
さ
せ
、
さ
ら

に
は
、
市
民
が
地
域
の
課
題
に
気

づ
き
、
市
民
が
互
い
に
支
援
し
合

え
る
問
題
解
決
能
力
を
高
め
る
こ

と
に
も
つ
な
が
り
、
こ
の
こ
と
が

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
と
、
地
域
福

祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
も
の
と
考

え
ま
す
。

　

地
域
福
祉
計
画
の
基
本
理
念
や

基
本
目
標
に
つ
い
て
は
、
市
民
委

員
会
を
中
心
と
し
て
市
民
、
幅
広

く
市
民
の
み
な
さ
ん
に
議
論
い
た

だ
き
、
決
定
し
て
い
く
こ
と
と
し

ま
す
。　

○
基
本
的
視
点

市
民
参
加
に
よ
る
計
画
策
定

　

市
民
を
地
域
福
祉
の
担
い
手
と

し
て
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
市

民
の
自
主
的
な
活
動
と
公
的
な

サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
と
役
割
分
担

が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

計
画
策
定
の
あ
ら
ゆ
る
段
階
で
、

市
民
参
加
の
機
会
が
得
ら
れ
る
よ

う
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
市
民
と

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
大
切
に

し
た
計
画
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

○
基
本
的
視
点

利
用
者
主
体
の
仕
組
み
づ
く
り

　

介
護
保
険
制
度
や
障
害
者
支
援

費
制
度
の
導
入
な
ど
、
自
己
選
択

に
よ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や

個
人
の
自
立
の
重
視
が
福
祉
の
大

き
な
流
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
選
択
権
や
自
己
決
定

権
な
ど
が
保
障
さ
れ
る
「
利
用
者

主
体
の
仕
組
み
づ
く
り
」
を
構
築

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

計
画
の
目
指
す
も
の

計
画
の
基
本
的
視
点

　

計
画
の
も
つ
意
義
や
焦
点
が
策

定
段
階
で
ぼ
や
け
て
し
ま
わ
な
い

よ
う
、
計
画
策
定
の
基
本
的
視
点

を
つ
ぎ
の
よ
う
に
整
理
し
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

１２

　

地
域
福
祉
計
画
は
、
こ
う
し
た

社
会
状
況
の
中
で
、
障
が
い
の
有

無
や
性
別
、
年
齢
な
ど
に
関
わ
ら

ず
、
家
族
や
地
域
の
中
で
、
そ
の

人
ら
し
い
自
立
し
た
生
活
が
送
れ

問
い
合
わ
せ

福
祉
課

拶
３
９
‐
２
２
１
１

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
全
て
の
人
々
が
地
域
に
お
い

て
生
き
生
き
と
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
地
域
住
民
が
参
加
し
、
共
に
支
え
合
う
仕
組

み
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
「
地
域
福
祉
計
画
」
で
す
。

市
で
は
、
平
成
　
年
度
中
の
計
画
策
定
に
向
け
、
市
民
委
員
会
を
中
心
と
し
て
、
具
体
的
な
作

１７

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
、
計
画
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ん
か
ら
の
、
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

め
て
重
要
と
な
っ
て
お
り
、
加
え

て
地
域
住
民
の
自
主
的
な
助
け
合

い
な
ど
の
意
義
も
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。

地
域
福
祉

計
画
策
定
に

向
け
て

の



計
画
の
検
討
体
制

　

市
で
は
、
市
民
の
主
体
的
参
画

を
実
現
す
る
た
め
の
検
討
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
庁
内

関
係
各
課
を
横
断
す
る
検
討
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
具
体
的
な
作
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

検
討
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

○
計
画
策
定
の
中
心
機
関
と
し
て
、

幅
広
い
市
民
の
参
画
を
得
て
「
計

画
策
定
市
民
委
員
会
」
を
組
織
す

る
と
共
に
、
市
役
所
内
部
に
は
、

福
祉
部
門
と
生
活
関
連
部
門
の
担

当
課
に
よ
る
「
検
討
委
員
会
」
を

設
置
し
、
相
互
に
連
携
を
図
り
な

○
基
本
的
視
点

分
野
別
個
別
計
画
の
総
合
化

　

地
域
福
祉
計
画
は
行
政
計
画
で

あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
上
位
計
画

で
あ
る
総
合
計
画
と
の
調
整
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
高
齢
者
、
障
が

い
者
、
児
童
な
ど
の
分
野
別
個
別

計
画
と
の
整
合
性
も
図
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
分
野
別
個
別
計

画
を
包
含
し
た
共
通
理
念
や
市
の

福
祉
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
で
、
地
域
全
体
の
福
祉
力
の

向
上
と
福
祉
文
化
の
創
造
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

が
ら
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

○
平
成　

年
度
か
ら　

年
度
の
２

１６

１７

年
間
で
策
定
し
公
表
し
ま
す
。

○
計
画
素
案
を
平
成　

年　

月
ま

１７

11

で
に
作
成
し
ま
す
。

○
２
月
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

手
続
（
市
民
意
見
提
出
手
続
）
を

行
い
ま
す
。

○
具
体
的
な
作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
計
画
策
定
市
民
委
員
会
の
中
で

検
討
し
て
い
ま
す
。

意
見
・
提
言

○
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

ご
意
見
・
ご
提
言
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
各
種
団
体
な
ど
と

３

の
懇
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
福
祉
課
福
祉
総
務
係
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
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市
職
員
住
宅
（
山
部
）
の
市
営
住
宅
移
行

に
向
け
て
の
意
見
交
換
会
の
開
催
結
果

　

市
の
所
有
す
る
住
宅
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
空
家

と
な
っ
て
い
る
市
職
員
住
宅
を
市
民
が
利
用
で
き
る
市
営
住
宅

に
移
行
す
る
た
め
、
市
民
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
の

で
、
そ
の
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

◆
と　

き

◆
と
こ
ろ

◆
参
加
者

◆
質
疑
の
内
容

◆
そ
の
他

８
月　

日
峨　

午
後
７
時
か
ら

２３

山
部
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
名

○
数
年
前
か
ら
空
屋
と
な
っ
て
お
り
老

朽
化
も
進
む
た
め
市
営
住
宅
と
し
て
活

用
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
た
。入
居
希
望

者
も
い
る
た
め
早
急
に
進
め
て
ほ
し
い
。

○
市
の
考
え
方

市
営
住
宅
と
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
手

続
き
を
進
め
て
い
く

○
第
３
回
市
議
会
定
例
会
で
富
良
野
市

営
住
宅
条
例
改
正
案
可
決

○
市
営
住
宅
と
し
て
管
理
及
び
入
居
申

込
受
付
開
始
（　

ペ
ー
ジ
入
居
者
募
集

２１

記
事
参
照
）

鰹問
 

都
市
建
築
課
建
築
住
宅
係

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
１
６

募
集
し
ま
す
　
　
　
　
　

　
　
　
富
良
野
塾
　
期
生

23

　

２
０
０
６
年
４
月
か
ら
２
年

間
共
同
生
活
を
し
な
が
ら
、
夏
期

は
農
業
で
収
入
を
得
て
、
学
び
ま

す
。

◆
募
集
人
数　

脚
本
家
・
俳
優
を

め
ざ
す　

歳
以
上
の
方　

約　

１８

２０

名◆
応
募
に
必
要
な
も
の

虚
履
歴
書
（
俳
優
は
身
長
・
体
重

を
明
記
）

許
写
真
（
履
歴
書
に
添
付
の
も
の

と
は
別
途
で
、
脚
本
家
は
顔
、
俳

優
は
顔
と
全
身
）　

距
志
望
及
び
入
塾
希
望
の
動
機

を
４
０
０
字
以
内
に
ま
と
め
た

作
文

鋸
返
信
用
封
筒
（
宛
名
を
明
記
の

上　

円
切
手
貼
付
）

８０
◆
応
募
期
限　
　

月
１
日
牙

１２

◆
選　

考　

書
類
選
考
に
よ
る

１
次
試
験
を
経
て
、
来
年
１
月
に

富
良
野
ま
た
は
東
京
で
２
次
試

験
を
行
い
ま
す
。

◆
応
募
先

〒
０
７
６
‐
０
１
７
３

富
良
野
市
西
布
礼
別

　

富
良
野
塾
第　

期
生
募
集
係

２３

鰹問
 

富
良
野
塾

拶
２
９
‐
２
１
２
１

地
域
防
災
計
画
（
全
面
改
訂
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
実
施
結
果
（
市
民

意
見
提
出
手
続
）

市
民
の
意
見
を
募
集
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
意
見
の
提
出
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
北
海
道
と
の
協
議
を
開
始
し
、
協
議
終

了
後
に
正
式
決
定
し
て
公
表
（
関
係
機
関
・
町
内
会
な
ど
に
配

布
）
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
対
象
案
件　

地
域
防
災
計
画
（
全
面
改
訂
案
）

◆
意
見
募
集
期
間　

８
月
１
日
か
ら　

日
ま
で

２２

◆
意
見
提
出
件
数　

０
件

鰹問
 

総
務
課
総
務
法
制
係

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
０
０

看看看看看看看看看看看看看看看看看看看看護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護専専専専専専専専専専専専専専専専専専専専門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校看護専門学校ののののののののののののののののののののの

テテテテテテテテテテテテテテテテテテテテニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニススススススススススススススススススススココココココココココココココココココココーーーーーーーーーーーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトトトトトトトトトトをををををををををををををををををををを開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放ししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままテニスコートを開放しますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
■開放日　平成１７年１０月３１日までの土・日
　　　　　曜日及び祝日

■開放時間　午前９時～午後６時　
　　　　　　１回の使用は２時間まで

■使用料　無料

■対象者　市民（中学生以上の個人。団体
　　　　　の使用は特別な場合のみ）

■申込方法・使用日の前日まで。使用日が

　　　　　　日曜日、月曜日の場合は前週
　　　　　　の金曜日まで。受付時間は平
　　　　　　日の午前９時～５時まで
　　　　　・看護学校窓口に直接申し込む
　　　　　　か電話で申し込みしてくだ
　　　　　　さい。

■その他　使用後はコート整備（原状回　
　　　　　復）を各自で行ってください

鰹問 看護専門学校　拶22‐5510
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や
問
題
に
つ
い
て
、
情
報
が
共
有

さ
れ
て
い
ま
す
か
？

●
共
有
さ
れ
て
い
る
情
報
に
つ
い

て
、
自
分
た
ち
で
話
し
合
う
こ
と

が
可
能
で
す
か
？

●
自
分
た
ち
で
話
し
合
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
物
事
を
決
め
て
い
く
こ

と
が
可
能
で
す
か
？

●
物
事
が
決
ま
る
ま
で
の
過
程
を

共
有
し
、
理
解
し
、
認
め
合
う
こ

と
が
可
能
で
す
か
？

●
決
ま
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
自

ら
責
任
を
持
っ
て
行
動
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
か
？

●
自
ら
責
任
を
持
っ
て
行
動
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
お
互
い
に
支
え

合
い
助
け
合
う
こ
と
が
可
能
で
す

か
？

　

も
し
、
そ
れ
ら
が
可
能
で
な
い

と
す
れ
ば
、
何
に
原
因
が
あ
り
ま

す
か
？

　

行
政
で
す
か
？
社
会
で
す
か
？

そ
れ
と
も
そ
の
地
域
に
住
む
人
々

で
す
か
？

　
「
自
治
」
と
は
、
行
政
や
そ
の
地

域
に
住
む
人
々
に
対
し
て
、
こ
れ

ま
で
も
、
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

問
わ
れ
続
け
ら
れ
る
テ
ー
マ
で
す
。

　

そ
も
そ
も
「
自
治
」
っ
て
何
だ

ろ
う
？
「
自
治
」
と
い
う
こ
の
よ

く
耳
に
す
る
言
葉
で
あ
り
な
が
ら
、

長
い
間
、
地
方
自
治
体
の
現
場
に

い
る
職
員
で
も
「
こ
う
だ
！
」
と

言
い
切
れ
な
い
の
が
「
自
治
」
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
し
な

さ
い
」
子
供
の
頃
の
躾
で
親
か
ら

こ
ん
な
こ
と
言
わ
れ
た
こ
と
あ
り

ま
せ
ん
か
？

　
「
自
治
」
と
は
、
読
ん
で
字
の
ご

と
く
「
自
ら
治
め
る
こ
と
」
で
あ

り
、「
自
ら
の
こ
と
は
自
ら
対
応
す

る
こ
と
」
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
「
自
ら
考
え
、
自
ら
責
任

を
持
っ
て
行
動
す
る
」
こ
と
が
原

点
で
あ
り
、「
自
分
た
ち
の
地
域
の

こ
と
は
、
よ
り
よ
い
生
活
を
実
現

す
る
た
め
に
知
恵
と
力
を
合
わ
せ

て
自
分
た
ち
で
考
え
て
、
自
分
た

ち
で
決
め
て
、
自
分
た
ち
で
行
動

し
て
、
自
分
た
ち
で
責
任
を
持
ち

な
が
ら
支
え
合
い
助
け
合
い
認
め

合
い
、
調
和
し
理
解
し
違
い
を
共

生
す
る
」
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
は
、
私
た
ち
の
住
む
地
域

に
「
自
治
」
は
存
在
し
ま
す
か
？

●
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
の
課
題

シリーズ

第 ５ 弾

 

 
 

 

 

 

   

 

 

「
自
治
の
か
た
ち
」
検
討

　
 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

維
３
９
‐
２
３
１
１

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
討
 状
況

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
自
治
」
っ
て
い
っ
た
い
何
だ
ろ
う

「
自
治
の
か
た
ち
」
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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あなたの 声声をまちづくりに！　

本年度も、１0月２４日（月）から市内16カ所で開催します。

懇談会では、現在、市が進めているまちづくりのための

各種施策などをテーマに、その現状と課題を説明し、市

民のみなさんから意見・提言をいただきたいと思います。

なお、会場ごとに対象区域を設定していますが、都合の

悪い場合は他の会場への参加も可能ですので、ぜひお越

しください。

算問い合わせ　企画振興課広聴広報係　拶３９‐２３０４

みんなでつくる富良野

まままままままままままままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談まちづくり懇談会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮⑯

日　
　

時

　
月
　
日
譲

１０

２４

午
後
６
時
　
分
～

３０

　
月
　
日
醸

１０

２５

午
後
６
時
　
分
～

３０

　
月
　
日
■水 

１０

２６

午
後
６
時
　
分
～

３０

　
月
　
日
嘱

１０

２７

午
後
６
時
　
分
～

３０

　
月
　
日
埴

１０

２８

午
後
６
時
　
分
～

３０

　
月
　
日
譲

１０

３１

午
後
６
時
　
分
～

３０

　
月
１
日
醸

１１午
後
６
時
　
分
～

３０

　
月
７
日
譲

１１午
後
６
時
　
分
～

３０

　
月
８
日
醸

１１午
後
６
時
　
分
～

３０

会　
　

場

栄
町
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

桂
木
児
童
　
　
　

　
セ
ン
タ
ー

東
春
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

末
広
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

北
の
峰
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

育
良
会
館

瑞
穂
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

麻
町
児
童

　
セ
ン
タ
ー

朝
日
会
館

鳥
沼
分
館

扇
山
地
区
公
民
館

布
礼
別
集
落
　
　

　
　
セ
ン
タ
ー

麓
郷
集
落
　
　
　

　
　
セ
ン
タ
ー

東
山
支
所

山
部
福
祉

　
　
セ
ン
タ
ー

対
象
区
域

栄
町
・
若
葉
町
・
幸
町

桂
木
町
・
新
富
町
・
西
町
・

北
斗
町
・
学
田
２
区

春
日
町
・
東
町

末
広
町
・
弥
生
町

南
町
・
扇
町
・
緑
町

北
の
峰
町
・
御
料
・
学
田

３
区
・
島
ノ
下

五
区

花
園
町
・
錦
町
・
新
光
町
・

住
吉
町
・
瑞
穂
町

麻
町

朝
日
町
・
本
町
・
若
松
町
・

日
の
出
町

鳥
沼
・
大
沼

扇
山
・
布
部

布
礼
別
・
八
幡
丘
・
富
丘

麓
郷

東
山

山
部

参加を
お待ち

してい
ます！

 懇談会のテーマ

今年のまちづくり（現状と課題）

　行財政改革・アスベスト対策・地域センター病院・地産池消

　除排雪対策・健康増進型地域交流センターの開設・学校再編

地域課題について
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川
の
環
境
管
理
　
　
　

　
　
　
　
　
に
つ
い
て

　
農
家
の
屋
根
の
な
い
堆
肥
場
で

は
、
汚
水
枡
は
な
い
も
同
然
で
汚

水
が
用
水
路
・
小
川
に
垂
れ
流
し

状
態
で
す
。
ま
た
、
農
家
が
水
田
・

畑
な
ど
の
畔
や
、
道
路
面
の
畔
に

も
除
草
剤
を
散
布
し
て
い
る
状
況

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
道
に
も

除
草
剤
を
散
布
し
て
い
ま
す
。
チ

リ
も
積
も
っ
て
、
そ
れ
が
川
に
流

れ
、
川
か
ら
、
ど
じ
ょ
う
や
か
ぢ

か
が
い
な
く
り
、
雑
食
性
の
う
ぐ

い
が
い
る
だ
け
。
放
流
す
る
ニ
ジ

マ
ス
は
、
何
年
も
放
流
し
て
も
す

ぐ
に
い
な
く
な
り
ま
す
。
空
知
川

は
見
た
目
は
き
れ
い
で
す
が
、
清

流
で
は
な
く
死
の
川
同
然
で
す
。

な
ん
と
か
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
瑞
穂
町
 男
性
）

「
農
林
課
」
で
す

　
堆
肥
場
の
管
理
に
つ
い
て
の
ご

意
見
で
あ
り
ま
す
が
、
畜
産
農
家

の
堆
肥
場
に
つ
い
て
は
法
律
で
規

制
さ
れ
、
屋
根
を
架
け
る
な
ど
雨

水
に
よ
る
流
出
防
止
が
義
務
付
け

ら
れ
て
お
り
、
畜
産
農
家
の
堆
肥

場
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
対
応
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
一
般
栽
培

農
家
の
堆
肥
場
に
つ
い
て
は
、
屋

根
を
架
け
る
義
務
付
け
は
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
殆
ど
の
農
家
で

は
屋
根
を
架
け
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。

　
ご
指
摘
を
い
た
い
た
堆
肥
場
は

一
般
栽
培
農
家
の
堆
肥
場
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
慣
行
と
し

て
堆
肥
は
屋
敷
内
や
ほ
場
周
辺
に

堆
積
し
、
完
熟
堆
肥
に
な
っ
て
か

ら
畑
に
施
用
す
る
方
法
を
と
っ
て

い
ま
し
た
。
す
べ
て
の
堆
肥
場
に

屋
根
を
架
け
る
の
は
コ
ス
ト
が
か

か
り
、
現
況
難
し
い
状
況
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
堆
肥
場
の
汚

水
が
河
川
な
ど
に
流
出
し
て
い
る

こ
と
は
好
ま
し
い
状
況
と
は
い
え

ま
せ
ん
の
で
、
汚
水
が
流
出
し
な

い
設
置
場
所
の
検
討
及
び
「
シ
ー

ト
」
で
の
覆
い
や
流
出
防
止
「
せ

き
」
の
設
置
な
ど
、
生
産
者
が
行

え
る
流
出
防
止
策
に
つ
い
て
、
関

係
機
関
･
団
体
と
連
携
し
な
が
ら

指
導
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
畑
に
堆
肥
を
施
用
す
る
こ
と
は
、

農
産
物
の
生
産
性
を
高
め
る
と
と

も
に
品
質
向
上
に
不
可
欠
で
あ
り
、

本
市
が
進
め
て
い
る
安
全
･
安
心

農
産
物
生
産
の
基
本
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
堆
肥
施
用
の
必
要
性

･
重
要
性
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
道
に
た
い
す
る
除
草

剤
の
散
布
に
つ
い
て
は
、
ご
指
摘

の
と
お
り
水
質
汚
濁
な
ど
の
関
係

か
ら
好
ま
し
く
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
各
道
路
･
河
川
愛

護
組
合
な
ど
と
協
力
し
て
指
導
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連

携
し
て
、
空
知
川
の
清
流
化
に
向

け
水
質
調
査
及
び
監
視
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

市
営
住
宅
の
入
居
　
　

　
　
　
　
　
に
つ
い
て

　
市
営
住
宅
の
入
居
は
抽
選
し
か

な
い
の
で
す
か
？
も
う
４
年
も
の

間
抽
選
し
て
い
ま
す
が
一
向
に
当

た
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
、　
母

子
家
庭
特
に
 死
別
（
寡
婦
）
し
た

家
族
に
は
優
遇
に
な
る
シ
ス
テ
ム

は
な
い
の
で
す
か
？
以
前
住
ん
で

い
た
東
京
で
は
、
収
入
と
か
母
子

家
庭
と
か
分
か
れ
て
い
て
 そ
れ

ぞ
れ
優
遇
が
あ
り
ま
す
。
先
日
中

富
良
野
町
役
場
か
ら
電
話
が
来
て

そ
ろ
そ
ろ
入
居
出
来
る
、
と
言
わ

れ
ま
し
た
が
、
や
っ
と
中
学
に
慣

れ
た
ば
か
り
な
の
に
可
愛
そ
う
で

断
る
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

母
子
家
庭
や
寡
婦
の
方
が
少
し
で

も
生
活
し
や
す
い
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
で
す
。

（
栄
町
　
女
性
）

「
都
市
建
築
課
」
で
す

　
本
市
で
は
、
富
良
野
地
区
に
つ

い
て
は
、
年
間
５
回
公
募
に
よ
り

市
民
の

声
ＶＶＯＯＩＩＣＣＥＥ

募
集
を
し
、
公
開
抽
選
に
よ
り
入

居
者
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
山
部
、

東
山
地
区
に
つ
い
て
は
、
随
時
募

集
を
し
て
お
り
、
複
数
の
入
居
者

が
い
た
場
合
は
選
考
委
員
会
に
は

か
り
、
入
居
者
を
、
決
定
し
て
い

ま
す
。
富
良
野
地
区
の
募
集
で
は
、

一
般
世
帯
向
け
、
単
身
者
向
け
、

高
齢
者
世
帯
向
け
の
区
分
に
よ
り

行
っ
て
い
ま
す
。

　
家
賃
に
つ
い
て
は
、
入
居
者
の

収
入
に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す
。
公

募
に
つ
い
て
は
、
毎
回
募
集
戸
数

が
少
な
く
、
特
に
比
較
的
新
し
い

住
宅
に
つ
い
て
は
、
応
募
者
が
多

く
な
か
な
か
入
居
で
き
な
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
抽
選
時
に

は
落
選
回
数
に
応
じ
た
優
遇
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

こ
の
方
法
で
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

市民の声

市
へ
の
質
問
・
意
見
や
、
広
く
市
民

に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
掲

載
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
便
・
電
子
メ
ー
ル
な
ど

必
ず
書
面
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
広

報
へ
は
掲
載
し
ま
せ
ん
が
、
内
容
確

認
な
ど
の
た
め
こ
ち
ら
か
ら
連
絡

す
る
場
合
が
あ
る
の
で
必
ず
氏
名
・

連
絡
先
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る

こ
と
や
誹
謗
・
中
傷
な
ど
、
内
容
に

よ
り
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
る

こ
と
を
ご
理
解
願
い
ま
す
。

問合せ・送付先
　〒０７６‐８５５５　富良野市弥生町１番１号
　富良野市役所 企画振興課 

電話　３９‐２３０４　FAX　２３‐２１２１
電子メール
　富良野市ホームページのメールフォームを
ご利用ください。
　http://www.city.furano.hokkaido.jp/
　「あなたの声をまちづくりに」→「市民の声」
を選択
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ZOOMUP
FURANOまちのできごと

ズズーームムアアッッププふふららのの

　

今
年
で　

回
目
を
迎
え
る

１９

「
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
祭
り
」

が
、
９
月　

日
（
日
）
ぶ
ど
う
ヶ

１８

丘
公
園
特
設
会
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
小
雨
模

様
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約
2，

8
0
0
人
の
市
民
や
観
光
客
が

訪
れ
、
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
と
牛
肉

に
舌
鼓
を
打
ち
、
今
が
旬
の
富

良
野
の
取
れ
た
て
野
菜
や
ふ
ら

の
チ
ー
ズ
な
ど
の
特
産
品
販
売
、

子
供
向
け
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な

ど
に
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

ふらのワインと牛肉に舌鼓！

ふらのワインぶどう祭り２００５

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
昔
な
が
ら
の
ワ

イ
ン
製
造
を
再
現
し
た
ぶ
ど
う

踏
み
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
民
族

衣
装
に
身
を
ま
と
わ
せ
た
P
R

レ
デ
ィ
や
参
加
者
代
表
が
、
軽

や
か
な
ス
テ
ッ
プ
で
観
客
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の

他
に
郷
土
芸
能
の
へ
そ
踊
り
や

富
良
野
弥
栄
太
鼓
、
富
良
野
獅

子
舞
の
披
露
や
、
コ
ル
ク
抜
き

大
会
、
か
ぼ
ち
ゃ
重
量
当
て
ク

イ
ズ
、
特
産
品
が
当
た
る
お
楽

し
み
抽
選
会
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
の
催
し
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

秋
の
味
覚
フ
ェ
ア

　

ま
た
、
こ
の
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う

祭
り
と
連
携
し
て
「
秋
の
味
覚

フ
ェ
ア
」
が
、
９
月　

日
（
土
）

１７

か
ら
９
月　

日
（
月
）
ま
で
の

１９

３
日
間
、
富
良
野
駅
前
噴
水
公

園
や
ふ
ら
の
農
協
本
所
、
ふ
ら

の
ス
テ
ー
ジ
で
開
催
さ
れ
、
特

産
品
の
販
売
や
、
地
元
の
農
産

物
を
使
っ
た
地
産
地
消
屋
台
、

カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
コ
ン
サ
ー
ト
、

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ「
優
し
い
時
間
」

の
写
真
展
が
催
さ
れ
、
ワ
イ
ン

ぶ
ど
う
祭
り
を
中
心
に
、
秋
の

富
良
野
を
満
喫
し
、
富
良
野
の

良
さ
、
富
良
野
の
お
い
し
さ
を

実
感
す
る
連
休
と
な
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。　

▲「秋の味覚フェア」
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鳥沼小学校が開校１００周年・鳥沼地区が開基１１０周年

記
念
植
樹

地場産から始まるコミュニケーション
　

９
月
４
日
蚊
、
物
産
セ
ン

タ
ー
で
富
良
野
地
域
特
産
品

フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
、
市
民
や

観
光
客
な
ど
約
３
０
０
０
人
が

詰
め
か
け
ま
し
た
。

　
「
地
場
産
品
か
ら
始
ま
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー

マ
に
、　

回
目
と
な
る
今
年
は
、

１９

　

業
者
が
参
加
し
、
飲
食
コ
ー

２６ナ
ー
・
実
演
コ
ー
ナ
ー
な
ど
自

慢
の
品
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
収
益
金
の
一
部
を　
１０

月
に
行
わ
れ
る
「
富
良
野
地
区

ふ
る
さ
と
給
食
週
間
」
に
寄
付

し
、
食
材
購
入
の
費
用
に
充
て

て
も
ら
う
と
の
こ
と
で
し
た
。

富
良
野
地
域
　
　
　

　
　
特
産
品
フ
ェ
ア

海の幸と山の幸で秋を満喫！

　

9
月　

・　

日
、
J
R
富
良

23

24

野
駅
横
の
北
噴
水
公
園
で
「
ふ

ら
の
海
山
物
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

５
回
目
と
な
る
「
ふ
ら
の
海

山
物
ま
つ
り
」
は
、
ふ
ら
の
観

光
協
会
の
初
代
会
長
の
出
身
地

で
あ
る
「
厚
岸
」
と
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
北
の
国
か
ら
の
ロ
ケ
地
と

し
て
交
流
の
あ
る
「
羅
臼
」
の

海
の
幸
と
、「
富
良
野
」
の
山
の

幸
を
市
民
や
観
光
客
に
味
わ
っ

て
も
ら
お
う
と
始
ま
っ
た
も
の
。

　

秋
空
の
中
、
産
地
直
送
の
牡

蠣
や
ホ
タ
テ
、
秋
刀
魚
な
ど
の

炭
火
焼
き
や
い
く
ら
丼
の
海
産

物
と
、
富
良
野
産
の
カ
ボ
チ
ャ

を
使
っ
た
ポ
タ
ー
ジ
ュ
や
キ
ノ

コ
ご
は
ん
な
ど
農
産
物
の
模
擬

店
が
多
数
立
ち
並
び
、
訪
れ
た

大
勢
の
市
民
や
観
光
客
が
、「
海

の
幸
」
と
「
山
の
幸
」
を
満
喫

し
て
い
ま
し
た
。

ふらの海山物まつり

交通死亡事故、全国ワースト１の返上へ！

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

（
９
月　

日
〜　

日
）に
合
わ
せ
、

２１

３０

９
月　

日
牙
に
市
内
の
高
齢
者

２２

約
１
１
０
名
が
参
加
し
、「
市
街

地
黄
色
い
旗
波
作
戦
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
全
道
統
一
行
動

日
の
「
高
齢
者
指
導
の
日
」
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
交
通
安
全

協
会
が
市
内
の
高
齢
者
団
体
に

参
加
を
呼
び
か
け
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
、
国
道　

号
線
沿

３８

い
で
旗
を
振
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー

に
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

市
街
地
区
黄
色
い
　

　
　
　
旗
波
作
戦

　

9
月
6
日
峨
、
鳥
沼
公
園
で

鳥
沼
小
学
校
開
校
1
0
0
周

年
・
鳥
沼
地
区
開
基
1
1
0
周

年
記
念
事
業
と
し
て
植
樹
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
植
樹
は
、
昨
年
の
台
風

被
害
に
よ
る
倒
木
あ
と
に
自
然

を
再
生
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
、

鳥
沼
公
園
に
落
ち
て
い
た
ド
ン

グ
リ
か
ら
育
て
た
ミ
ズ
ナ
ラ
の

苗
木
を
植
え
自
然
を
循
環
さ
せ

る
心
温
ま
る
取
り
組
み
と
な
り

ま
し
た
。
参
加
し
た
児
童
や
園

児
、
P
T
A
や
鳥
寿
会
な
ど
地

域
の
皆
さ
ん
の
手
で
、
鳥
沼
公

園
の
自
然
は
今
後
も
守
り
育
て

ら
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
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今
月
の
手
続
き
       神
無
月

１０月

October

国
民
年
金

老
齢
基
礎
年
金

裁
定
請
求

昭
和　

年　

月
生
ま
れ
（
満　

歳
）
の
方

15

１０

６５

誕
生
日
の
前
日
以
降
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

興
必
要
な
も
の

　

印
鑑
・
預
金
通
帳
・
戸
籍
謄
本
・
住
民

票
謄
本
な
ど

興
市
役
所
③
番
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
取
付
錠
の
み
１
個
だ
け
の
錠
し

か
な
い
自
転
車

鰹問
 

富
良
野
警
察
署

拶
２
２
‐
０
１
１
０

秋
の
火
災
予
防
運
動

「
あ
な
た
で
す　

火
の
あ
る
く
ら

し
の　

見
張
り
役
」

　
　

月　

日
か
ら　

月　

日
ま
で

10

15

10

31

の
間
、
全
道
一
斉
に
秋
の
火
災
予

防
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
平
成

　

年
中
の
全
道
で
発
生
し
た
火
災

16は
２，

３
２
３
件
で
、
損
害
額
は

　

億
円
に
達
し
、
1
0
4
名
の
尊

61い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
富
良
野

市
で
も　

件
の
火
災
が
発
生
し
ま

１２

し
た
。
暖
房
機
器
の
使
用
な
ど
に

よ
り
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時

季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ら

の
機
器
を
使
用
す
る
前
に
点
検
と

整
備
を
し
、
一
人
ひ
と
り
が
火
の

元
に
注
意
を
払
う
こ
と
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
普
段
か
ら
家
族
や
地

域
で
火
の
取
り
扱
い
や
避
難
方
法

な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
地
域

ぐ
る
み
で
防
火
の
輪
を
広
げ
、
悲

惨
な
焼
死
や
重
要
な
財
産
の
損
失

を
も
た
ら
す
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
災
害

に
対
す
る
危
機
管
理
意
識
を
持
ち

ま
し
ょ
う
。

鰹問
 

消
防
本
部
予
防
課

拶
２
３
‐
５
１
１
９

く
ら
し

自
転
車
ド
ロ
ボ
ー
が
　
　

　
　
　
　
　
急
増
中
！

　

９
月
上
旬
ま
で
の
間
、市
内（
特

に
日
の
出
町
・
桂
木
町
）
に
お
い

て
、
自
転
車
が
盗
ま
れ
る
被
害
が

昨
年
に
比
べ
２
〜
４
倍
に
増
加
し

て
い
ま
す
。

こ
ん
な
自
転
車
が
狙
わ
れ
ま
す
。

・
短
期
間
だ
か
ら
と
錠
を
掛
け
て

い
な
い
自
転
車
（
被
害
の　

％
が

５１

無
施
錠
）

納
税
推
進
強
調
月
間

　

上
川
支
庁
で
は
、　

月
を
納
税

１０

推
進
強
調
月
間
と
し
て
、
個
人
事

業
税
、
自
動
車
税
な
ど
の
滞
納
圧

縮
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
日
中
納
税
で
き
な
い
方

の
た
め
に
次
の
と
お
り
休
日
納
税

窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

◆
と　

き　
　

月　

日
蚊　

１０

２３

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

◆
と
こ
ろ　

上
川
合
同
庁
舎
１
階

税
務
部
納
税
課

　
　
　

旭
川
市
永
山
６
条　

丁
目

１９

鰹問
 

上
川
支
庁
税
務
部
納
税
課

拶
０
１
６
６
‐
４
６
‐
５
１
０
０

消
費
者
金
融
の
利
用

　

貸
金
業
者
か
ら
お
金
を
借
り
る

と
き
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

虚
登
録
を
し
て
い
る
正
規
の
貸
金

業
者
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

許
契
約
前
に
貸
付
利
率
や
返
済
方

法
な
ど
の
条
件
を
必
ず
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

距
契
約
を
締
結
し
た
と
き
は
、
契

約
書
面
の
交
付
を
必
ず
受
け
ま

し
ょ
う
。

鋸
債
務
を
弁
済
し
た
と
き
は
、
受

取
証
書
（
領
収
書
）
の
交
付
を
必

ず
受
け
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

あっそうだ！

今年の最賃いくらかな？

北海道最低賃金
次のとおり改正されました。

時間額6４１円
平成１７年１０月１日から

北海道労働局
旭川労働基準監督署

富良野を元気にしよう

「バイふらの運動」

市内共通商品券を
発行します

　商業振興及び活性化
対策の一環として市内
共通の商品券を発行し
ます。市内の商工会議
所会員のお店で利用で
きます。
　１０月２０日牙より商工
会議所で販売します。

１枚　５００円

鰹問 商工会議所　

拶22‐3555

臨時休館日のお知らせ
施設点検のため

下記のとおり休館します

１０月２５日峨～２７日牙

ハイランドふらの

拶22‐５７００
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漁
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
運
転
免

許
証
・
健
康
保
険
証
・
年
金
受
給

証
な
ど
は
、
担
保
と
し
て
提
供
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

禦
白
紙
や
内
容
を
記
載
し
て
い
な

い
書
面
に
記
名
、
押
印
は
絶
対
に

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

魚
債
務
の
返
済
が
完
了
し
た
と
き

は
、
借
用
証
書
な
ど
の
返
還
を
必

ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

鰹問
 

上
川
支
庁
商
工
労
働
観
光
課

拶
０
１
６
６
‐
４
６
‐
５
１
１
１

募
集

「
冬
の
ソ
ナ
タ
」
日
韓
観
光

文
化
交
流
ツ
ア
ー
募
集

　

富
良
野
沿
線
の
市
町
村
と
観
光

協
会
な
ど
で
組
織
す
る
「
日
韓
観

光
文
化
交
流
実
行
委
員
会
」
は　
１０

月　

日
〜　

日
の
３
泊
４
日
の
予

２０

２３

定
で
、
ソ
ウ
ル
ー
旭
川
空
港
間
に

チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
運
航
し
、
相
互

交
流
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま

す
。

　

沿
線
か
ら
の
参
加
予
定
者
（
１

６
０
名
）
は
、
ソ
ウ
ル
近
郊
の
観

光
と
、
冬
の
ソ
ナ
タ
関
係
者
と
の

交
流
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

費
用
は
一
人
当
た
り
９
８，

０
０

０
円
で
す
。

　

ま
だ
定
員
に
は
余
裕
が
あ
り
ま

す
の
で
、
参
加
希
望
の
方
は
ふ
ら

の
観
光
協
会
ま
で
（
な
お
、
定
員

な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
）

鰹問
 

ふ
ら
の
観
光
協
会

拶
２
３
‐
３
３
８
８

ハ
ン
デ
ィ
モ
ッ
プ
を
作
り

ま
せ
ん
か

◆
と　

き　
　

月　

日
画

１０

２１

　
　
　
　
　

午
前　

時
〜

１０

◆
と
こ
ろ　

女
性
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
料　

１
０
０
円

◆
持　

物　

　

は
さ
み
・
か
ぎ
針
（
５
〜　

号
）

１０

◆
申　

込　
　

月　

日
我
ま
で
に

１０

１９

消
費
者
協
会
ま
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

鰹問
 

消
費
者
協
会拶

３
９
‐
１
１
６
６

市
営
住
宅
紅
い
実
団
地
　
　

　
　
　
　
　
　
入
居
者
募
集

◆
受
付
期
間 

　
　
　
　
　

月　

日
峨
〜　

日
牙

１０

１１

２０

◆
募
集
戸
数　

４
戸　

◆
入
居
資
格

虚
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

許
税
金
の
滞
納
が
な
い
方

距
収
入
が
基
準
以
内
の
方

◆
募
集
す
る
住
宅

▽
一
般
世
帯
向
け
住
宅

　

山
部
東　

線　

番
地

１８

１２

　
（
昭
和　

年
３
Ｄ
Ｋ
）
４
戸

５５

　

※
旧
市
職
員
住
宅

◆
家　

賃　

入
居
す
る
方
の
収
入

に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

◆
申　

込　

都
市
建
築
課
に
あ
る

申
込
書
に
記
入
し
、
必
要
な
書
類

（
収
入
を
証
明
す
る
書
類
な
ど
）

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い

◆
選　

考　

応
募
者
多
数
の
場
合

は
、
市
営
住
宅
入
居
者
選
考
委
員

会
で
入
居
者
を
選
考
し
、
結
果
に

つ
い
て
は
応
募
者
全
員
に
通
知
し

ま
す
。

鰹問
 

都
市
建
築
課
建
築
住
宅
係

拶
３
９
‐
２
３
１
６

富
良
野
の
自
然
に
親
し
む

集
い
「
紅
葉
を
楽
し
も
う
」

　

秋
を
迎
え
、
富
良
野
の
森
は
鮮

や
か
な
紅
葉
で
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
鮮
で
心
地
よ
い
森
の
中
で
、

ゆ
っ
た
り
と
散
策
し
ま
せ
ん
か
？

◆
と　

き　
　

月　

日
臥

１０

１５

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜

◆
と
こ
ろ　

東
大
演
習
林

◆
集　

合

　

東
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
駐
車
場

◆
参
加
料　

無
料

◆
用　

意　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
適

し
た
靴
・
服
装
、
雨
合
羽
、
水
な

ど◆
申　

込　

博
物
館
へ
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
雨
天
中
止

鰹問
 

博
物
館　

拶
４
２
‐
２
４
０
７

市民植樹祭
と　き　１０月３０日鰹日   午前１０時から
ところ　朝日ヶ丘公園
　※集合場所は「なまこ山」入り口の駐車場
対　象　市民
用　意　スコップ・軍手
申　込　はがき・ＦＡＸ（住所・氏名・電話
　　　　番号を記入）か電話で申し込みくだ 
　　　　さい。

締　切　１０月２５日鰹火 
問合せ・申込先
　　　　〒０７６‐８５５５
　　　　　富良野市弥生町１番１号
　　　　　富良野市役所農林課

　　　　　雑３９‐２３０9　鯖２３‐２１２2

口腔衛生キャンペーン
ふらのいい歯のコンクール

　　と　き　１０月22日鰹土 　午後１時～３時
　　ところ　文化会館

口腔衛生キャンペーン
　内　容　
　　歯科検診・歯科ドック（口臭測定、唾液検査、
　　咬合力測定）・幼児・小学生の手形模型
　入場料　無料
　問合せ　歯科医師会（園田歯科）拶４５‐２５５９

ふらのいい歯のコンクール
　対　象
　　４～６歳（平成１１年４月２日～平成１３年４月
　　１日生まれ）で、現在虫歯のない子と、子の
　　虫歯予防に努力している保護者
　申　込
　　１０月１４日画までに電話・ＦＡＸ（保護者氏名・
　　住所・電話番号を記入）で申し込みください。
　問合せ・申込先　保健所健康推進課
　　　　　　　電話２３‐３１６１　ＦＡＸ２３‐３１６３　
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募
集

義
援
金
・
救
援
金
の
募
集

◎
米
国
ハ
リ
ケ
ー
ン
被
災
救
援
金

◆
募
集
期
間　
　

月
６
日
牙
ま
で

１０

◆
受
付
方
法

虚
郵
便
振
替
口
座（
手
数
料
免
除
）

口
座
番
号

　

0
0
1
1
0
‐
2
‐
5
6
0
6

口
座
名
義　

日
本
赤
十
字
社

※
通
信
欄
に
は
「
米
国
ハ
リ
ケ
ー
ン

救
援
金
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

許
日
本
赤
十
字
社
富
良
野
市
地
区

の
窓
口
（
福
祉
課
内
）

◎
宮
崎
県
台
風　

号
被
害
義
援
金

１４

◆
募
集
期
間　
　

月
７
日
画
ま
で

１０

◆
受
付
方
法

虚
郵
便
振
替
口
座（
手
数
料
免
除
）

口
座
番
号

０
１
７
９
０
‐
８
‐
２
４
５
９
９

口
座
名
義

　
　

日
本
赤
十
字
社
宮
崎
県
支
部

※
通
信
欄
に
は
「
宮
崎
県
台
風　
１４

号
被
害
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

許
日
本
赤
十
字
社
富
良
野
市
地
区

の
窓
口
（
福
祉
課
内
）

◎
山
口
県
台
風　

号
災
害
義
援
金

１４

◆
募
集
期
間　
　

月　

日
峨
ま
で

１０

１１

◆
受
付
方
法

虚
郵
便
振
替
口
座（
手
数
料
免
除
）

口
座
番
号

０
１
３
７
０
‐
４
‐
４
０
１
５
６

口
座
名
義

　
　

日
本
赤
十
字
社
山
口
県
支
部

※
通
信
欄
に
は
「
山
口
県
台
風　
１４

号
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

許
日
本
赤
十
字
社
富
良
野
市
地
区

の
窓
口
（
福
祉
課
内
）

◎
鹿
児
島
県
台
風　

号
被
害
義
援
金

１４

◆
募
集
期
間　
　

月　

日
牙
ま
で

１０

１３

◆
受
付
方
法

虚
郵
便
振
替
口
座（
手
数
料
免
除
）

口
座
番
号　

０
０
１
１
０
‐
４
‐

１
６
７
２
０
０

口
座
名
義

　

日
本
赤
十
字
社
鹿
児
島
県
支
部

※
通
信
欄
に
は
「
鹿
児
島
県
台
風　
１４

号
被
害
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

許
日
本
赤
十
字
社
富
良
野
市
地
区

の
窓
口
（
福
祉
課
内
）

鰹問
 

福
祉
課
福
祉
総
務
係

拶
３
９
‐
２
２
１
１

子
ど
も

●
み
ん
な
も
遊
ぼ
う
よ
！

　

市
内
の
５
つ
の
児
童
館
は
だ
れ

で
も
自
由
に
利
用
が
で
き
ま
す
。

◆
開
館
時
間　

月
〜
金
曜
日　

午
後
１
時
〜
５
時

土
曜
日　

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

※
午
後
４
時　

分
〜
５
時
ま
で
は

３０

清
掃
時
間
の
た
め
自
由
な
利
用
は

で
き
ま
せ
ん
。

鰹問
 

児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
係

拶
３
９
‐
２
２
２
３

　
月
の
児
童
館
行
事

１０
詳
し
く
は
各
館
（
セ
ン
タ
ー
）
へ

と
こ
ろ

緑町児童館
（緑町１３‐８）

拶２２‐３３７０

北の峰児童館
（北の峰町２７‐１）

拶２３‐４８０４

麻町児童センター
（西麻町２‐３３）

拶２３‐２９７７

桂木児童センター
（桂木町２‐４１）

拶２２‐３７９２

東部児童センター
（錦町１３‐１）

拶２３‐５１２９

と
き
・
内
容

▽
６
日

　
チ
ャ
レ
ラ
ン
大
会

▽
　
日
１２
　
館
長
さ
ん
と
凧
づ

　
く
り
・
凧
あ
げ

▽
　
日
１２
　
ミ
ニ
運
動
会

▽
　
・
　
日
　

２４

２５

　
フ
エ
ル
ト
手
芸
（
シ

　
ナ
モ
ン
な
ど
）

▽
　
日
１２
　
秋
の
運
動
会

▽
　
・
　
日
　

２７

２８

　
工
作
（
か
べ
か
ざ
　

　
り
）

▽
３
日

　
き
ら
き
ら
キ
ー
ホ

　
ル
ダ
ー

▽
　
日
２１
　
割
り
ば
し
鉄
砲

▽
３
～
５
日

　
凧
づ
く
り
・
凧
あ
げ

▽
　
日
　

１７
　
プ
ラ
バ
ン

申込み／問合せ　ふらのまちづくり株式会社　拶２３‐５１７７

地元の食材に付加価値をつけたカレーを通して、地域ブランド化と街の魅力づくりについて考え、
道内外・世界に向けて「ふらの」の魅力を華麗（カレー）に発信しよう！

「「富富良良野野カカレレーー」」ブブラランンドドづづくくりりフフォォーーララムム！！

申込み
１０月１４日画までに電話で申し込みください

第２弾　
◎講演　「富良野カレー」をブランドに育てる
　　　　　～ご当地メニューを認証する～
　講師　ホテルクラビーサッポロ　料理長　貫田桂一氏
◎試食会　貫田料理長創作　オリジナル「富良野カレー」

　と　き　１１月５日臥　
　　　　　午後３時～５時
　ところ　レストランふらの広場２階
　参加料　５００円（先着５０名）

第１弾　
◎講演　道内各地の食によるブランド化と富良野の可
　　　　能性について～「富良野カレー」ブランド化への提言～
　講師　観光情報誌「じゃらん北海道発」　
　　　　編集長　ヒロ中田 氏
◎地域実践発表報告　
　　　　「美瑛カレーうどん研究会」
　　　　の取り組み
　報告者：美瑛カレーうどん研究会　会長　西森和弘氏
◎ブランド施策・商標法改正説明　北海道経済産業局

　と　き　１０月２１日画　午後７時～９時
　ところ　レストランふらの広場２階
　参加料　無料（先着５０名）
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年
金

年
末
調
整
・
確
定
申
告
に
は

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書

を 
　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し

た
全
額
が
所
得
税
・
市
民
税
な
ど

の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
年
末
調
整

や
確
定
申
告
の
手
続
き
で
は
、
納

付
し
た
保
険
料
を
証
明
す
る
書
類

の
添
付
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
所
得
税
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
平
成　

年
分
の
所

１７

得
の
申
告
か
ら
、
国
民
年
金
保
険

料
を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申

告
す
る
場
合
に
、
１
年
間
に
納
付

（
納
付
見
込
を
含
む
）し
た
国
民
年

金
保
険
料
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
等
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
な

ど
か
ら
送
付
さ
れ
る
控
除
証
明
書

と
同
様
に
、
１
年
間
に
納
付
し
た

国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す

る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
、
社
会

保
険
庁
か
ら
毎
年　

月
初
旬
に
送

１１

付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

証
明
内
容
は
、
本
年
１
月
か
ら
９

月
末
ま
で
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年

金
保
険
料
額
と
年
内
に
納
付
が
見

込
ま
れ
る
場
合
の
納
付
見
込
額
で

す
。
年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に

加
入
し
た
場
合
な
ど
、　

月
以
降

１０

（１０月）

に
初
め
て
保
険
料
を
納
付
す
る
方

に
つ
い
て
は
、
翌
年
２
月
初
旬
に

同
様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
結
果
と
し
て
平
成　

年
度

１７

中
に
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
付

し
た
方
全
員
に
こ
の
証
明
書
が
送

付
さ
れ
ま
す
。
年
末
調
整
・
確
定

申
告
の
手
続
き
の
際
は
必
ず
こ
の

証
明
書
や
領
収
証
書
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
支
払
い
は          

　
　
　
　
　

お
忘
れ
な
く

鰹問
 

市
民
課
国
保
年
金
係

拶
３
９
‐
２
３
０
１

成
人
式
の
企
画

成
人
式
の
企
画
スス

タ
ッ
フ
思
い
出

タ
ッ
フ
思
い
出
のの

写
真
写
真
をを
募
集
募
集

●企画スタッフ

　自分たちの成人式を自分たちで企画してみませんか。みなさんのアイディ
アが成人式を盛り上げます。

◆対　象　新成人　５～６名

◆内　容　式典前に３回程度会議を開き、成人式の内容を検討します。

◆申　込　１０月２１日画までに文化会館まで電話か窓口で直接申し込んでく
　　　　　ださい。

●思い出の写真

　新成人のみなさんの思い出の写真を募集してます。式典当日にみなさんか
ら預かった写真を活用する予定です。

◆募集する写真　新成人のみなさんの誕生から現在までの写真（※１人３点
　　　　　　　　までとします）

◆応　募　１０月３１日俄までに文化会館（弥生町１番２号）へ郵送または持参
　　　　　して下さい（写真は返却します）※郵送の場合は返却先を必ず明
　　　　　記してください

鰹問
 

文
化
会
館　

拶
２
３
‐
３
５
４
５

成人成人式式
平成１８年

１月８
平成１８年

１月８日日
蚊蚊

午後２時
か

　　　午
後２時か

らら

●児童書（新着）
こんの　ひとみくまのこうちょうせんせい
ドン　フリーマンねっすてきでしょ

ガートルード・スタイン地球はまるい

とき　ありえココの森と夜のおはなし

●一般書（新着）
山田　悠介スイッチを押すとき
帚木　蓬生千日紅の恋人
津本　陽覇王の夢
東野　圭吾容疑者Ｘの献身
三浦　しをん桃色トワイライト
稲葉　真弓さよならのポスト

催　し

遊の会絵手紙展  14日画～27日牙展示ホール
蘇蘇の独り言展  29日画～11月６日蚊
絵本の読み聞かせ・映画・手づくり紙し
ばいの集い　８日臥　午前１０時３０分～

多目的ホール

ボランティアどんぐり　おはなしの会
毎週水曜日　午後３時～

お話コーナー

休館日

定例休館日　毎週月曜日
整理休館日　２８日画
振替休館日　１１日峨

鰹問 図書館
拶２２‐３００５
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「隼大はおふろ大好き♪」

　　　諏訪　 隼大 さん （1カ月）弥生町
はやと

お子さんの
写真を募集
しています！

寄
付
  あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

富
良
野
市
へ

鳥
沼
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　
　
　
　

会
長　

小
師　

和
彦

樹
木
（
ミ
ズ
ナ
ラ
）　

本
５０

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

山
本　

恭
茂
（
日
の
出
町
）

縄
文
土
器
片
・
石
器
ほ
か　
　

点
２５

　
　
　
　
　
　

順
不
同
・
敬
称
略

「食べるのと、体を
動かすのが

大好きです！」

　野呂　 奏心 さん
かなみ

(１歳９カ月）弥生町

へ
そ
の
町
夜
空
に
響
く
大
花
火

辰
己
　
久
子

巡
り
来
る
夫
を
偲
び
て
盆
提
灯

久
守
喜
多
子

風
落
ち
て
旧
師
の
空
家
青
す
す
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  岩
田
　
美
雪

カ
ル
メ
ラ
焼
き
ふ
っ
く
り
ふ
く
ら
む
秋
祭
り山

田
ク
ニ
子

粥
啜
る
手
の
こ
わ
ば
り
て
露
寒
し

中
島
美
枝
子

朝
刊
の
湿
り
ふ
く
ん
で
露
寒
し

木
戸
　
美
星

一
戸
建
て
望
み
励
み
し
若
き
日
び

古
稀
な
り
し
今
庭
に
花
満
つ
　
　
　
　
中
島
　
芙
蓉

順
番
と
言
へ
ど
も
悲
し
神
経
痛
腰
か
が
め

行
く
吾
そ
の
時
に
あ
り
　
　
　
　
　
佐
々
木
忠
兵
衛

庭
偶
の
一
と
叢
あ
か
る
き
ほ
う
ず
き
は

秋
づ
く
色
に
と
と
の
え
に
け
り
　
　
   町
屋
　
和
子

靴
先
の
損
な
は
れ
し
ま
ま
繕
は
ず

夏
は
往
き
た
り
風
吹
く
ま
ま
に
　
　
　
坂
東
　
節
子

お
も
た
げ
に
向
日
葵
の
花
こ
う
べ
垂
れ

朝
露
ぽ
た
り
首
筋
つ
た
ふ
　
　
　
　
　
山
内
　
千
代

じ   ん

ふらのの元気を紹介します！　われら ふらの人
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血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
す
る
効
果

が
大
き
い
８
種
類
の
食
品
の
頭
文

字
を
つ
な
げ
る
と
、「
オ
サ
カ
ナ
ス

キ
ヤ
ネ
」
に
な
り
ま
す
。
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
食
事
に
う
ま
く
と
り
入

れ
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
加
齢
と

血
液
の
ド
ロ
ド
ロ
度
は
関
係
あ
り

ま
せ
ん
。
最
近
は
む
し
ろ
若
い
人

の
ほ
う
が
心
配
な
く
ら
い
で
す
。

中
に
は
中
学
生
で
血
液
が
ド
ロ
ド

ロ
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

改
善
の
出
発
点
は
食
生
活
の
見
直

し
か
ら
。
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
制

限
し
、
運
動
を
し
、
そ
し
て
毎
日

の
食
事
に「
オ
サ
カ
ナ
ス
キ
ヤ
ネ
」

食
品
を
組
み
入
れ
て
「
血
液
サ
ラ

サ
ラ
生
活
」
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

●
「
オ
サ
カ
ナ
ス
キ
ヤ
ネ
」

オ
＝
お
茶　

渋
み
の
成
分
・
カ
テ

キ
ン
に
抗
酸
化
作
用
が
あ
り
、
体

内
で
の
活
性
酸
素
の
発
生
を
抑
え

て
白
血
球
の
流
れ
を
よ
く
し
ま
す
。

ま
た
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ

る
作
用
も
あ
り
ま
す
。
特
に
緑
茶

が
お
す
す
め

サ
＝
魚　

イ
ワ
シ
・
サ
バ
・
サ
ン

マ
な
ど
の
青
背
魚
に
多
く
含
ま
れ

る
不
飽
和
脂
肪
酸
な
ど
は
、
赤
血

球
や
血
小
板
に
作
用
し
て
血
液
の

流
れ
を
よ
く
し
ま
す
。

カ
＝
海
藻　

こ
ん
ぶ
や
わ
か
め
に

含
ま
れ
る
ヨ
ウ
素
は
新
陳
代
謝
を

活
発
に
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
ぬ
め

り
成
分
で
あ
る
ア
ル
ギ
ン
酸
は
血

糖
値
の
上
昇
を
防
ぎ
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
値
を
低
下
さ
せ
る
作
用
が

あ
り
ま
す
。

ナ
＝
納
豆　

ナ
ッ
ト
ウ
キ
ナ
ー
ゼ

と
い
う
酵
素
に
血
栓
を
と
か
す
働

き
が
あ
り
ま
す
。
血
栓
は
夜
に
で

き
や
す
い
の
で
、
納
豆
は
夕
食
に

食
べ
る
の
が
お
す
す
め
。

ス
＝
酢　

血
液
サ
ラ
サ
ラ
効
果
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
の
食
品
は
黒
酢
で
、

酢
に
含
ま
れ
る
酢
酸
や
ク
エ
ン
酸

が
赤
血
球
の
膜
を
し
な
や
か
に
し
、

変
形
能
を
高
め
ま
す
。
ア
ミ
ノ
酸

や
ミ
ネ
ラ
ル
を
豊
富
に
含
み
、
風

味
も
よ
い
の
で
お
勧
め
で
す
。

キ
＝
き
の
こ　

き
の
こ
に
含
ま
れ

る
ベ
ー
タ
ー
グ
ル
カ
ン
と
い
う
多

糖
類
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
血
糖

を
減
少
さ
せ
、
さ
ら
に
免
疫
力
を

活
性
化
さ
せ
る
働
き
も
あ
り
ま
す
。

ヤ
＝
野
菜　

い
ろ
い
ろ
な
野
菜
か

ら
食
物
繊
維
、
各
種
ビ
タ
ミ
ン
、

ミ
ネ
ラ
ル
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
は
優
れ
た
抗
酸
化
力
を

持
ち
白
血
球
同
士
が
く
っ
つ
く
の

を
予
防
し
ま
す
。

ネ
＝
ね
ぎ
類　

長
ね
ぎ
・
玉
ね
ぎ
・

に
ん
に
く
な
ど
。
ツ
ン
と
く
る
に

お
い
の
元
・
ア
リ
シ
ン
に
血
小
板

の
凝
集
を
お
さ
え
て
血
栓
の
生
成

を
予
防
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

富良野医師会　理事　渡部　秀雄

●生活習慣の改善⑯
食事で血液をサラサラにする

ＱA ダイヤル交換市ダイヤル交換市
「
こ
の
辺
り
で
排
水
管
が

詰
っ
て
い
る
よ
う
な
の
で

見
さ
せ
て
下
さ
い
」
と
作
業
服

を
着
た
人
が
訪
ね
て
き
て
、
見

せ
る
と
詰
ま
っ
て
い
る
と
言
う

の
で
清
掃
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

支
払
時
家
に
上
が
っ
て
き
て
、

点
検
の
為
に
と
床
下
を
見
た
と

た
ん
「
湿
っ
て
い
る
、
除
湿
剤

を
ま
か
な
け
れ
ば
駄
目
だ
」
と

言
わ
れ
、
テ
レ
ビ
で
見
た
商
法

だ
と
は
思
っ
た
の
で
す
が
、
４

人
の
若
い
男
性
が
ど
ん
ど
ん
砂

の
よ
う
な
物
を
運
び
入
れ
、
ま

い
て
し
ま
っ
た
為
、
仕
方
な
く

署
名
捺
印
し
ま
し
た
。
ど
う
に

か
出
来
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間

内
な
ら
無
条
件
で
解
約
で

き
、
原
状
回
復
と
い
っ
て
元
に

戻
す
よ
う
に
求
め
る
事
が
出
来

ま
す
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を

過
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
て
も
、
こ

の
相
談
の
よ
う
に
最
初
は
点
検

を
装
っ
て
い
た
（
販
売
目
的
隠

匿
）、
う
そ
の
説
明
が
あ
っ
た
、

お
そ
ろ
し
か
っ
た
と
か
、
施
工

さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
仕
方
な

く
契
約
し
た
な
ど
、
解
約
が
出

来
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
排
水

管
は
通
常
の
使
い
方
を
し
て
い

る
限
り
全
く
清
掃
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
詰
ま
っ
て
し
ま
っ

て
か
ら
で
も
遅
く
あ
り
ま
せ
ん
。

消
費
者
相
談 
Ｑ
＆
Ａ

何
か
売
る
と
は
聞
い
て
い
な
か
っ

た
の
に

◆登録・希望は随時受け付けます。
◆登録期間は６カ月です。

 譲ります 
捌レース用自転車捌こたつ捌子ども
用自転車捌ホーロー煙突捌ベビー用
品１式捌ベビーバス捌網戸捌喪服用
羽織・帯捌全自動洗濯機捌子ども用
２段ベット捌ロールマッサージ捌男
性大人用スキーウエア捌学習机捌サ
イドボード捌介護用トイレ

 譲ってください 
捌４～５歳用スキー一式捌スチー
ル車庫捌折りたたみ自転車捌ベ
ビーカー捌大人用自転車捌プレス
テⅡフライトスティック

※消費生活センター・各支所に「衣類回収ボックス」が設置されています。
　不要になった衣類（綿５０％以上のもの）の回収にご協力ください。

鰹問 消費生活センター 　拶３９‐１１６６
　月～金曜日 午前１０時～午後４時

※相談窓口・ダイヤル交換市は
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編集後記◆◆◆
■昼間と朝・夜の気温の変化
が大きくなってきました。今
年の夏は暑く、早く涼しい時
期になってほしいと思って
いましたが、今では暑かった
ときのことを懐かしく感じ
ています。（と）

農業体験クラブ

山部の産業研修センターで収穫した野菜

でカレーライスを作りました。

あまりの美味しさに真剣（？）になっちゃ

いました。

左：松下ひかりさん　右：渡部あおいさん

今月のラジオ

行政情報番組　ラジオ広報「ふらの」

・放送日時　毎週　月曜日～金曜日

　　　　　　午前８時から８時５分

・放送内容　市からのお知らせやまちの話題など

まちづくり情報番組　元気ハツラツ！まちづくり

・放送日時　１０月２９日臥

　　　　　　午前１０時から１０時３０分

・放送内容　「指定管理者制度・行政改革について」


